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　３月定例会が３月１日からスタートします。議会の

日程、日本共産党市議団の一般質問などについてお伝

えします。

日本共産党羽村市委員会は、以上の報道をおこないました。

３月議会はじまります羽村
市議会

日本共産党市議団の一般質問

●鈴木たくや議員

３月２日（金）午後１時から質問予定

１、生涯学習が豊かに広がる羽村にするために

（１）ゆとろぎ「市民の会」の活動は十分に保障され

ているか。イベントガイドはもっと頻繁にすべきでは。

（２）学割制度をつくるなど、若者の利用促進を。

（３）地域会館を生涯学習の場と位置づけ、ふさわし

い整備や職員の配置を。

２、貧困ビジネスと羽村市

（１）無料低額宿泊所で暮らす被保護者の現状は。

（２）市内に居住させ、自立支援することを基本に。

３、小中一貫教育はどうなる

（１）一中、二中学区の説明会はどうだったか。

（２）教員の移動は、本当に、徒歩か自転車なのか。

＜鈴木コメント＞一般質問では、三つのテーマをとり

あげます、また、予算委員会では、市民アンケートに

寄せられた数多くの声をもとに質問します。ぜひ傍聴

にお出かけください。

●倉田まなぶ議員

３月５日（月）午前１１時頃から質問予定

１、首都圏直下型地震の減災対策について

（１）学校、公共施設などの窓ガラスに飛散防止フィ

ルムの設置を

（２）防災備蓄倉庫の内容の充実について

（３）耐震工事助成制度の拡充を

２、羽村で頑張る若者支援について

（１）昭島市が開設する「就職情報館」を羽村にも。

（２）若者対象のにぎわいづくり事業を。

（３）空き店舗への家賃、開店費用の公費助成を

３、住宅リフォーム助成の実施について

（１）以前実施されていた制度の問題点は。

（２）教訓を生かし、改めて助成制度の実施を。

＜倉田コメント＞市民のみなさんから、地震への不安

や、活気ある羽村への願いなど、様々な声を伺います。

それらへ応えて、今回も質問します。頑張ります！

ぜひ議会傍聴にお出かけください。市役所５階です。

　●３月１日(木)、２日（金）、５日（月）、６日（火）

　　　　いずれも１０時から　本会議

　●８日(木)午後１時30分から　厚生委員会

　●９日(金)１０時から　 経済委員会

　　　　午後１時30分から　総務委員会

　●14日(水)～16日（金）いずれも１０時から

　　　　予算審査特別委員会

　●27日（火）10時から　本会議（最終日）

３月議会の日程

陳情の審査

市長提出議案

日本共産党

①国民健康保険に関する陳情書（継続審査）

②東京都に対して保育所の居室面積などひき下げ

た条例としないことの意見書提出を求める陳情書

③「心の健康を守り推進する基本法」（仮称）の法

制化を求める意見書提出に関する陳情

④羽村駅西口土地区画整理事業の見直しを求める

陳情書

◆①～③は厚生委員会、④は経済委員会で審査さ

れます。

●平成２４年度一般会計予算

●国民健康保険条例の一部を改正する条例

●生涯学習基本条例

…など３３の議案が提案されています。６日の本会議

などで審査されます。

★無料法律相談は３月１３日

(火)午後１時半からです。電

話でお申し込みください。

・鈴木たくや080-1058-9450

・倉田まなぶ080-3460-0064　まで。

２月１６日　ゆとろぎへ写真家・石川直樹

さんの講演を聞きに。南極やエベレストへ

の旅を淡々と語る。その静かさに凄みを感じた。（鈴木）

２月１９日　清流町に移転する特養ホーム羽村園の地元説明

会に参加。防災対策などについて市民から質問が出される。

ベット数が増え、利用しやすくなること歓迎できる。（倉田）


